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て

一
億
人

を
超
え
た

公
園
は

「都
市
公
園
に
代
表
さ
れ
る

営
造
物
公
園
と
、
国
立
公
園
等
自
然
公

園
に
代
表
さ
れ
る
地
域
制
公
園
と
に
大

別
さ
れ
る
」
と
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
に
記

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
都
市
公
園
法
に

も
自
然
公
園
法
に
も

「
営
造
物
制
」
や

「地
域
制
」
と
い
う
表
現
は
見
当
た
ら
な

い
し
、
単
純
に
三
分
で
き
る
も
の
か
ど

う
か
も
不
明
だ
。
さ
ら
に
、
近
年

「
地

域
制
公
園
」
を
積
極
的
に
と
ら
え
る
動

き
が
あ
る
が
、
私
有
地
を
含
む
地
域
を

指
定
し
た
公
園
な
の
か
、
国
内
を
ゾ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
公
用
制
限
し
て
い
る
公

園
な
の
か
、
あ
る
い
は
単
に
自
然
公
園

法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
公
園
を
指
し

て
い
る
の
か
曖
味
だ
。

池
ノ
上

（
一
九
九
六
）
は

「地
域
制

国
立
公
園
制
度

の
検
証
」
で
、
「
明
確

な
認
識
と
理
解
に
基
く
共
通
概
念
形
成

・　

、
Ｉ
、
　

・
´
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よ

っ
て
非
常

に
大
き
な
違

い
が
あ

る

自
然
度
九
、　
一
〇

の
ほ
と

ん
ど
手

つ

が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至

っ
て
お

り
、
そ
の
た
め
諸
処
の
混
迷
が
も
た
ら

さ
れ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な

「混
迷
」
を
な
く
す
こ
と
は
で

き
な
く
て
も
、
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
と
考
え
、
営
造
物
公
園
と
地
域

制
公
園
の
ル
ー
ツ
を
探

っ
て
み
た
。

ウ
ェ
ブ
で
探
す
と
、
国
土
交
通
省
サ

イ
ド
と
環
境
省
サ
イ
ド
で
は
説
明
が
微

妙
に
異
な
る
こ
と
に
気
付

い
た
。
つ
ま

り
、
国
土
交
通
省
側
は
都
市
公
園
と
自

然
公
園
の
比
較
だ
け
で
あ
る
の
に
、
環

境
省
側
で
は
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
な
ど

の
国
立
公
園
と
日
本
や
イ
ギ
リ
ス
の
そ

れ
と
の
比
較
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
国

内
で
の
概
念
の
妥
当
性
を
検
討
し
た
い
。

公
園
を
三
分
す
る
考
え
方
は
都
市
公

園
法
と
自
然
公
園
法
の
成
立
時
に
生
ま

れ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
「
自
然

●
・

・　

´

一
・
■

〓
」

一
■
三

ｉ
ｒ

で
あ
る
大
部
分

の
国
立
公
園
に
は
、
植
林
地

公
園
法
解
説
」
よ
り

一
年
早

い

一都
市

公
園
法
解
説

（
一
九
五
七
）
」
を
調
べ

る
と
、
「
公
園
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

は
、
営
造
物
公
園
と
地
域
制
の
公
園
と

に
大
別
さ
れ
」
、
前
者
は

「
国
又
は
地

方
公
共
団
体
等

の
行
政
主
体
が
、
そ
の

土
地
物
件
に
対
す
る
権
原
に
基

い
て
、

直
接
に
公
の
目
的
に
供
用
す
る
営
造
物

た
る
公
園
で
あ
る
」
の
に
対
し
、
後
者

は
、
「
行
政
主
体
が
、
風
景
地

の
保
護

又
は
利
用
の
た
め
、　
一
定

の
地
域
を
指

定
し
、
そ
の
地
域
内
に
お
い
て
、
風
致

も
し
く
は
景
観
の
維
持
又
は
利
用
の
障

害
と
な
る
よ
う
な

一
定
の
行
為
を
禁
止

又
は
制
限
し
て
、
そ
の
保
護
を
図

っ
て

行
く
も
の
で
あ
り
」
、
「
そ
の
区
域
内
の

土
地
物
件
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
こ

と
は
、
地
域
制
の
公
園
の
成
立
要
件
で

は
な

い
」
と
な

っ
て

い
る
。
さ
ら
に

「
権
原
」
と
は

「
所
有
権
、
地
上
権
、

貸
借
権
そ
の
他
の
支
配
権
、
又
は
土
地

所
有
者
の
同
意
」
と
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
営
造
物
公
園
で
は

「
権

原
」、
地
域
制
公
園
で
は

「
公
用
制
限
」

が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

場
合
分
け
を
し
て
み
る
と
表
の
よ
う
に
四

分
さ
れ
、
権
原
も
公
用
制
限
も
な
い
場

合
と
両
方
あ
る
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
と

い
う
疑
間
が
わ
い
て
く
る
。
前
者
の
例
と

し
て
権
原
の
な
い
私
有
地
と
公
用
制
限
の

■
一
１
１

二́
‥

三
二
一　

一三
〓
〓
Ｌ
ｔ

性
を
追
求
し
つ
つ
保
護
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
む
し
ろ
有
効
な
仕
組
み

で
あ
る
と
も
い
え
る
。
　

（以
下
次
号
）

な
い
国
有
地
か
ら

な
る
公
園
、
後
者

と
し
て
は
地
域
制

営
造
物
公
園
と
呼

ぶ
よ
う
な
事
例
を

思

い
つ
く
。
例
え

ば
、
保
健

・
風
致

保
安
林
指
定
個
所

の
あ
る
都
市
公
園

が
考

え

ら
れ
る
。

そ
う
な
る
と
公
園

が

「営
造
物
公
園
」

と

「地
域
制
公
園
」

に
三
分
さ
れ
る
と
は
言
い
が
た
い
ｃ

営
造
物
公
園
の
ル
ー
ツ

―

　

・

．

　

・

　

一

　

・

・

営
造
物
公
園
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ

れ
は
じ
め
た
の
は
都
市
公
園
法
や
自
然

公
園
法
が
で
き
た
こ
ろ
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
が
、
営
造
物
公
園
自
体
は

一
人
七
二
年
の
大
政
官
布
達

一
六
号
に

よ
る
府
県
立
公
園
が
最
初

で
あ
る
と

「都
市
公
園
法
解
説
」
等
に
記
さ
れ
て
い

る
。
「高
外
除
地
」
と
は
非
課
税
地
だ
か

ら
公
有
地
と
い
う
考
え
方
だ
が
、
公
園

と
な

っ
た
社
寺
境
内

の

「
権
原
」
を

「行
政
主
体
」
が
保
有
し
て
い
た
の
か
不

明
だ
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
公
園
に
は
、

後
の
自
然
公
園
や
史
跡
名
勝
天
然
記
念

表 2

は
じ
め
に

表 権原と公用制限に基つく公園の区分

営造物
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土也ナ或帝」
地域制

営造物
公園
'

霊
小

有 霊

公用制限 無 1有 1有 缶

権原  1 有
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